
佐賀県は軽自動車普及率なんと全国3位であり、自動車からのCO₂排出量が問題となっています。
2050年脱炭素社会へ向けて、佐賀県はマイカーへの過度な依存からの脱却が必要です。

地球温暖化により世界の平均気温は1850年～2020年の期間で1.09℃上昇。

世界各国、また佐賀県でも記憶に新しい異常気象・自然災害が発生しています。

佐賀県のCO₂排出量の特徴は……？

CO₂が増えることで起こる、地球温暖化による影響

『いつもマイカー』から『色々な交通手段』へ
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出典：令和2年版佐賀県環境白書

※令和2年時点

出典：IPCC第6次評価報告書WG1
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全国平均の

1.7倍 内訳は・・・
自動車 94.4％
（1,400千t-CO₂)

鉄道1.6％
（25千t-CO₂)

船舶1.9％
（29千t-CO₂)

航空1.9％
（29千t-CO₂)


